
問

坂
田
こ
ど
も
園
・
西
原
南
こ
ど
も
園
の
３

歳
児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
の
利
用
人
数
の
内
訳

を
聞
く
。

こ
ど
も
課
長

坂
田
こ
ど
も
園
の
１

号
認
定
の
３
歳
児
が
３
人
、
４
歳
児
が
６
人
、
５
歳
児

が
７
人
、２
号
認
定
（
保
育
認
定
）
の
３
歳
児
が
11
人
、

４
歳
児
が
24
人
、
５
歳
児
が
64
人
。
西
原
南
こ
ど
も

園
の
１
号
認
定
の
３
歳
児
が
２
人
、
４
歳
児
が
１
人
、

５
歳
児
が
１
人
、
２
号
認
定
の
３
歳
児
が
12
人
、
４
歳

児
が
14
人
、
５
歳
児
が
30
人
と
な
っ
て
い
る
。

２
号
認
定
で
３
歳
児
の
こ
ど
も
た
ち
が
結
構

入
っ
て
い
る
の
で
、
３
歳
児
の
待
機
児
童
解
消

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

３
歳
児
受
け
入
れ
枠
も
増
え
た
こ
と

に
伴
い
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状

と
な
っ
て
い
る
。

幼
稚
園
の
と
き
に
い
た
先
生
た
ち
の
待
遇
・
処

遇
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

移
行
前
に
現
場
で
働
い
て
い
た
会
計

年
度
任
用
職
員
に
は
、
就
職
説
明
会
を
行
い
、
希
望
者

は
採
用
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

先
ほ
ど
家
賃
補
助
を
優
先
に
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
と
い
う

こ
と
か
。

補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
中

で
、
家
賃
補
助
は
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
補
助

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
優
先
的
に
考
え
て

い
る
。

以
前
は
全
学
童
を
一
緒
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

と
思
う
が
、手
挙
げ
式
と
い
う
市
町
村
も
あ
る
。

利
用
料
を
少
し
で
も
安
く
す
る
た
め
に
手
挙
げ
式
で
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
を
聞

い
た
が
。

昨
年
度
ま
で
は
町
内
保
護
者
の
公
平

性
を
考
え
て
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
課
題
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
予
算
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
る
。

自
治
会
施
設
や
小
学
校
整
備
な
ど
の
中
で
の
合

築
の
可
能
性
の
有
無
を
聞
く
。

自
治
会
施
設
や
小
学
校
と
の
合
築
に

つ
い
て
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

■
認
定
こ
ど
も
園
の
現
状
は
？

■
学
童
利
用
料
の
負
担
軽
減
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら

伊
い

計
けい

裕
ひろ

子
こ

議員

こ
ど
も
課
長

福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

○
平
和
問
題
に
つ
い
て

○
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
総
括
所
見
（
勧
告
）
に
関
連

し
て

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

坂田こども園

西原南こども園
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台
湾
有
事
で
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
ど

う
守
る
か
を
い
ろ
い
ろ
町
長
は
考
え
て
い
る
と

思
う
が
、
西
原
町
の
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
崎
原
町
長

は
ど
う
い
う
考
え
か
。

西
原
町
国
民
保
護
計
画
で
の
責
務
は
武
力

攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
国
民
保
護
法
や
国
の
基
本
方

針
、
沖
縄
県
国
民
保
護
計
画
を
踏
ま
え
国
民
の
協
力
を

得
つ
つ
、
他
の
機
関
と
連
携
協
力
し
、
自
ら
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
し
、
そ
の

区
域
に
お
い
て
関
係
機
関
が
実
施
す
る
国
民
保
護
措
置

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
台
湾
有

事
に
お
け
る
武
力
攻
撃
事
態
等
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
警
報
命
令
、
発
令
や
避
難
措
置
の

指
示
に
つ
い
て
、
町
民
に
対
し
し
っ
か
り
周
知
を
行
う

と
と
も
に
避
難
住
民
の
誘
導
を
行
い
、
町
民
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
く
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
た
ち
は

西
原
町
内
に
何
人
い
る
か
、
障
が
い
別
、
学
校

別
に
聞
く
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
数
は
、
特
別
支
援
学
級
及
び
通
級
指
導
教
室
を
合
わ

せ
て
、
５
月
１
日
現
在
で
３
２
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

各
学
校
の
障
害
種
別
で
の
児
童
生
徒
の
内
訳
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
、
坂
田
小
で
は
知

的
が
21
名
、
自
閉
、
情
緒
が
41
名
、
言
語
が
２
名
の
計

64
名
、
西
原
小
で
は
知
的
が
11
名
、
自
閉
、
情
緒
が
28

名
の
計
39
名
、
西
原
東
小
で
は
知
的
が
11
名
、
自
閉
、

情
緒
が
48
名
、
言
語
が
２
名
の
計
61
名
、
西
原
南
小
で

は
知
的
14
名
、
自
閉
、
情
緒
が
39
名
の
計
53
名
、
西
原

中
で
は
知
的
が
14
名
、
自
閉
、
情
緒
が
23
名
の
計
37
名
、

西
原
東
中
で
は
知
的
が
12
名
、
自
閉
、
情
緒
が
26
名
、

病
弱
が
２
名
の
計
40
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
級

指
導
教
室
に
つ
い
て
は
坂
田
小
が
20
名
、
西
原
小
が
４

名
、
東
小
が
２
名
、
南
小
が
３
名
、
西
原
中
が
３
名
、

東
中
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

■
台
湾
有
事
に
つ
い
て

■
教
育
行
政
に
つ
い
て

前
まえ

里
さと

光
こう

信
しん

議員

町
長

教
育
部
長

そ
の
他
の
質
問

○
県
道
浦
添
〜
西
原
線
の
工
事
に
つ
い
て

○
町
道
の
道
路
脇
の
雑
草
に
つ
い
て

○
町
の
公
共
建
物
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

○
大
雨
、
台
風
、
地
震
、
津
波
等
の
対
策

○
町
立
の
２
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て

通級指導教室とは？
通常の学級での学習や生活にお
おむね参加でき、一部特別な指
導を必要とする児童生徒に対し
て、各教科等の授業は通常の学
級で行い、障害に応じた特別の
指導を「通級指導教室」で行い
ます。
通級指導教室では、障害による
学習上や生活上の困難の改善及
び克服を目的とした特別の指導
（自立活動に相当する内容）が行
われます。
小学校及び中学校、高等学校に
設置され、設置状況によって自
校通級・他校通級・巡回指導の
形態に別れます。

特別支援学級とは？
障害のある児童生徒を対
象にした少人数の学級
で、児童生徒の教育的
ニーズに応じて各教科等
の指導を行ったり、自立
活動といった特別な教育
課程が組まれています。
在籍は支援学級ですが、
児童生徒の実態に応じて
通常学級の児童生徒と一
緒に交流及び共同学習を
行います。
小学校及び中学校に設置
され、障害種別に学級が
編制されます。
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